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【背景】小学校高学年児童の精神健康を維持・

増進するストレス対処力「首尾一貫感覚（Sense of 

Coherence：SOC）」は，1年間の縦断的検討によ

り豊富なソーシャルサポートによって高くなる

ことが実証され，1・2 学期時点でのソーシャル

サポートの重要性が示唆されている。しかしなが

ら，具体的なソーシャルサポート源および内容に

ついては明らかにされていない。 

【目的】本研究では，小学校高学年期の 1 年間

において，1・2 学期時点でのどのようなソーシ

ャルサポート源と内容がその後の SOCに好まし

い影響を及ぼすかを明らかにする。 

【方法】神奈川県内近郊の公立A小学校に通う

4～6年生全児童 403名を対象とし，2009年度の

1～3 学期に，無記名自記式の調査票を用いた縦

断調査を実施した。 

調査項目は，SOC尺度（13項目 5件法：得点

が高いほどストレス対処力が高いことを表す）と，

ソーシャルサポート 20項目とした。ソーシャル

サポートは，父親・母親・先生・友だちそれぞれ

について，「①あなたに元気がないと，すぐ

に気づいてはげましてくれる」「②あなたが

悩みや不満を言っても，いやな顔をしないで

聞いてくれる」「③あなたが何か失敗しても，

そっと助けてくれる」「④ふだんから，あな

たの気持ちをよくわかってくれている」「⑤

あなたが何か悩んでいる時に，どうしたらよ

いか教えてくれる」の5項目に4件法で回答を

求め，回答は［受けている / 受けていない］に2

群化した。 

 

各調査で得られた回答のうち，2・3学期のSOC，

1・2 学期のソーシャルサポート項目への回答が

完全であった268名（有効回答率66.5％）を分析

対象とした。まず，1学期のソーシャルサポート

20項目を独立変数とし，2・3学期のSOC得点そ

れぞれを従属変数とする重回帰分析を行った。次

に，2学期のソーシャルサポート項目を独立変数

とし，3 学期の SOC 得点を従属変数とする重回

帰分析を行った。 

【結果】2 学期の SOC 得点に有意な関連が

みられた 1 学期のソーシャルサポート項目

は，友だちの②（β=0.166）・友だちの④（β

=0.148）・先生の②（β=0.128）であった。 

また，3 学期の SOC 得点に有意な関連が

みられた 1 学期のソーシャルサポート項目

は，友だちの①（β=0.174）・友だちの②（β

=0.153）・先生の④（β=0.122），2 学期の

ソーシャルサポート項目は，友だちの①（β

=0.221）・先生の③（β=0.178）・父親の④

（β=0.163）であった。 

【結論】小学校高学年期の 1年間では，1 学期

の先生からの情緒的サポート，1・2 学期の

友だちからの情緒的サポート，また，2学期

の先生からの手段的サポートと父親からの

情緒的サポートが，その後のストレス対処力

（SOC）に好ましい影響を及ぼすと考えられ

た。一方，母親からのソーシャルサポートに

ついては，有意な影響が認められなかった。 
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